
船舶事故調査報告書 

令和元年１２月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和元年７月１２日 １１時４５分ごろ 

発生場所 福山港箕
みの

沖
おき

岸壁 

 百 間 礁
ひゃくけんぞうわい

灯標から真方位２８６°２.９海里付近 

 （概位 北緯３４°２６.１′ 東経１３３°２６.４′） 

事故の概要  漁船なお丸は、揚網中、出港準備作業中のコンテナ船MUSE
ム ー ス

に衝突し

た。 

事故調査の経過 令和元年８月１５日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ コンテナ船 MUSE（バハマ国籍）、５,４０３トン 

   ９２９６４７０（ＩＭＯ番号）、CONTINENT MARITIME S.A.（船

舶所有者）、興徳海運株式会社（船舶管理会社） 

Ｂ 漁船 なお丸、４.９トン 

   ＯＹ３―２４１５７（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（フィリピン共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長

（バハマ国発給） 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に擦過傷 

Ｂ なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南東、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａほか１７人（全員フィリピン共和国籍）が乗り組

み、箕沖岸壁で係留し、出港準備作業を行っていた。 

船長Ａは、Ｂ船が、Ａ船の左舷方約３０ｍ離れたところから網を揚

げながらＡ船に接近してくるので、汽笛による注意喚起を行ったが、

Ｂ船がＡ船に衝突するのを認めた。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、底引き網を揚網中、通常の倍以

上の泥等が網に絡まって舵効きが悪くなり、舵取りに意識を向けてい

たところ、南南東の風に圧流されてＡ船に衝突した。 

分析 Ａ船は、出港準備作業中、Ｂ船が衝突したものと推定される。 

Ｂ船は、底引き網を揚網中、船長Ｂが、通常の倍以上の泥等が網に

絡まった際、舵取りに意識を向けていたことから、南南東風に圧流さ

れていることに気付かず、Ａ船に衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、Ｂ船が、底引き網を揚網中、船長Ｂが、通常の倍以上の

泥等が網に絡まった際、舵取りに意識を向けていたため、南南東風に



圧流されていることに気付かず、出港準備作業中のＡ船に衝突したも

のと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・操船者は、揚網中に泥等で舵効きが悪くなった場合においても、

周囲の適切な見張りを行いながら操縦性能の回復を図ること。 

 


